
 

 

                                                

 

１０月は、松香祭や合唱コンクール、横浜校外学習に向けての活動と、体育祭に引き続き多くの行事が行

われました。歌声委員やパートリーダーを中心に、日々の練習を積み重ね、当日は、どのクラスも全力を出

し切り、ホール全体にその歌声を響かせました！ 

合唱コンクールが終わった後に振り返りを行いました。その一部を紹介します。 

 

合唱コンクールの振り返り 
 

１組  

中学生となり初めての合唱コンクールでとても緊張しました。ここまで思いで深く心に残るとはおもっていません

でした。みんなで練習していくうちに、ここまで来たら賞を取りたい！そういう風に思うようになっていき休み時

間も練習したり、歌練の時も必ずパートリーダーの子がアドバイスをくれたりたくさん頑張りました。惜しくも賞は

取れなかったけど、１組らしいきれいな歌声を届けられたと思います。 

２組  

今年は初めての合唱コンクールで、歌声委員、パートリーダー、音取りとたくさんの役割がありましたが、クラスメ

イトが他クラスの歌声委員と協力し、色々な人との絆が深まったなと思います。当日を迎えるまでに不安や悩み

もありましたが、仲間のサポートのおかげで最後まで自分の役割を果たせました。なので、私はクラスメイト全

員、他クラスで協力してくれた仲間に感謝しています。 

３組  

体育祭のときもだが、みんなで協力することの大変さを感じました。声掛けをしても反応してくれなかったり、み

んなの気持ちが一つにならなかったりしました。しかし、協力してくれる人が 1人増えると、他にもだんだん増えて

いきました。どんなことも一人ではできないので誰かと一緒にやることも大切なんだと感じました。 

４組  

合唱コンクールは１人では絶対にできず、みんなで協力し合い、心を１つにすることで合唱というものは成り立っ

ているのだなと感じました。合唱コンクールやその練習の期間を通して同じ目標を持ち、練習をすることで、より

クラスの仲が深まり、最後には最大の喜びを感じることができて本当に良かったです。 

５組  

合唱コンクールで、学んだことはクラスの協力の大切さです。今回の合唱コンクールでミスをし、いつもより声が

出ない人もいたと思うけど、その人のミスをカバーするのがクラスのみんなです。そして、このことを自分のクラ

スはやっていたので感動しました。 

６組  

だれかに任せたり、自分は少しだけ出せばいいということではなく、全員が全力で声を出し、楽しむことが大切だ

と学びました。賞を取れなくても、自分たちの努力は無駄ではなく、次へ進むための手助けになると思いました。

何より、歌をキレイに全力で歌うことが一番楽しくて、一番嬉しいことだと思いました。 
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横浜校外学習の活動 
 

合唱コンクールも終わり、校外学習に向けての取り組みが行われています。実行委員を中心にスローガン

決めや係決めを行い、副班長が考えたルールについて学年全体で検討会をしました！ 

 

＜目的＞ 

１．異国の文化を学びながら仲間と協力し、絆を深める。 

２．班別行動を通して自分たちで考えて行動できる集団を形成するとともに、社会生活の規律やマ 

ナーを学ぶ機会とする。 

   ３．異国の歴史や文化に触れ、知識や見聞を深め、日本をより深く知る機会とする。 

＜スローガン＞ 

○よ ていを逆算  ○こ うどう力  ○は んで協力  ○ま なぶ姿勢 

 

＜班長＞ 

・目標：メリハリと時間厳守を心がけ、積極的に声をかける 

＜副班長＞ 

・目標：みんなが理解できるルールを作り、安全で楽しい校外学習にしよう 

＜スポット係＞ 

・目標：異国の文化を学びながら楽しく、思い出に残るような場所を提案する 

＜グルメ係＞ 

・目標：異国の文化を学びながら、心温まる中華の料理を楽しもう 

＜バスレク係＞ 

・目標：思い出に残る最高のバスレクを作り上げよう 

＜しおり係＞ 

・目標：見やすく正確で、役に立つしおりを作ろう 

 

ルール検討会の様子 
 

副班長が校外学習を成功させようと、昼休みや放課後に集まり、みんなのために頑張りました！ 

ルール検討会では、それぞれが想いを述べ、校外学習のルールを決めることができました。校外学習だけでなく、

普段の生活からルールを守って行動し、行事成功に向けて何事も全力で取り組むことを期待しています。 


